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特集：■広報センターは今年 15歳になりました
　　　■平成 22年度第 1回学生表彰「東京大学総長賞」授与式開催
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日本翻訳文化賞受賞

柴田元幸 
大学院人文社会系研究科・文学部　教授

　人文社会系研究科・文
学部の柴田元幸教授（現
代文芸論）が、今年刊行
されたトマス・ピンチョ
ンの『メイスン＆ディ
クスン』（上下、新潮社）
の翻訳により、第 47 回
日本翻訳文化賞（日本翻
訳家協会主催）を受賞さ
れました。

　この米国の作家ピンチョンの長編小説は、＜メーソン
＝ディクソン線＞で知られる、いずれも実在した天文学
者チャールズ・メイスンと測量士ジェレマイア・ディ
クスンが行った測量の旅の日誌が元になっているそうで
す。ところが小説で語られる線引きの旅というのがまさ
しく珍道中で、とりわけ登場人物たちの素っ頓狂な会話
が笑いを誘います。史実を想像力でコミカルな逸話に満
ちた壮大なファルス（笑劇）に変えた作者もすごいです
が、そのユーモアを苦労したとはいえ日本語にした訳者
も大したものであり、翻訳文化賞の受賞はその功績にふ
さわしいと言えるでしょう。

一一般ニュース

一般

本部学生支援課

「東大野球場」の文化庁登録有形文
化財（建造物）への登録完了

　弥生キャンパスにある東大野球場が文化庁登録有形文
化財（建造物）に登録されることが平成 22 年９月 10 日
付の官報で公告された。登録の詳細については以下の通
り。

登録対象建物：東京大学野球場観覧席・ダッグアウト及
びフェンス

観覧席の構造：鉄筋コンクリート造、３階建
建設年代　　：1937 年（竣工式　昭和 12 年 10 月 26 日）

　東大野球場は、安田講堂の設計で著名な内田祥三（よ
しかず）氏（のちの東大総長）が営繕課長の立場で、震
災復興事業として本学の多くの施設の建設を主導されて
いた時に、営繕課によって建設されたものである。バッ
クネット裏に設けられた更衣室等に利用する建造物とそ
の屋根を利用して設けられた観覧席（600 人収容）は、
当時としては東京六大学随一の設備であった。特に、当
時の野球場としては観覧席に屋根をつけること自体珍し
く、バックネット裏の観客席につけられた半円型状の屋
根を鉄筋コンクリート造のアーチ構造によって支えると
いう、当時としては先端的なモダンデザインである。ゴ
シック様式の建築家として知られる内田祥三氏の建築思
想を理解するうえでも、震災復興期の鉄筋コンクリート
造によるアーチ構造のモダンデザインの例としても、貴
重な建造物である。本学の建造物としては 10 件目、野
球場施設としては全国初の登録となる。

文化財登録された東大野球場
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一般

本部奨学厚生課

学寮・国際学生宿舎で寮祭を実施

　９月 26 日（日）、本部奨学厚生課所管の学寮・国際学
生宿舎において、寮祭が実施された。
　あいにくの小雨模様の中、18 時から豊島国際学生宿
舎の共有スペースである各コモンにおいて、豊島学寮・
豊島国際学生宿舎合同で「寮祭」が行われた。
　この寮祭は、毎年宿舎生、寮生及び近隣の方々とコミュ
ニケーションを図ることを目的として開催しており、今
年度は、隣接する豊島学寮が９月末日に閉寮するため、
最後の合同寮祭となった。学寮の調理師による料理の他
に、宿舎近辺の巣鴨地蔵通り商店街の名物お菓子や、寮
生・宿舎生手作りのケーキなども用意され、皆美味しい
そうに、ほお張っていた。
　日頃からお世話になっている近隣の方々など、多くの
方の参加があり、交流を深める良い機会となった。
　また、今年度より新たな試みで、寮祭を２部制とし、
10 月下旬には、有志による研究や趣味の発表が中心と
なる発表会を実施した。

学寮の調理師が作ったカレーを美味しそうにほお張る宿舎生
（豊島国際学生宿舎）

寮祭で行われたビンゴ大会（豊島国際学生宿舎）

一般

学生相談ネットワーク本部

「コミュニケーション・サポートルー
ム」開設

　10 月１日付で、学生相談ネットワーク本部に「コミュ
ニケーション・サポートルーム」を開設した。
　ここは、学生の皆さんが自分自身のコミュニケーショ
ン能力に関する悩み、注意力の問題、他の人と違う考え
方・感じ方に関する悩みなどについて相談する窓口であ
る。自分の悩みがアスペルガー症候群や注意欠如多動性
障害（ADHD）などに関係があるのではないかという
相談にも応じている。【※】
　学生から話を聞き、必要な場合には心理検査などを実
施することで、自己理解を深め、どのような方策が良い
のかを一緒に考える。たとえば、苦手な領域を単純に克
服していこうとするのではなく、他の方法でカバーでき
ないかを探るといったやり方である。解決策が直ぐに見
つからない場合もあるが、関係する機関に紹介するなど
可能な範囲でお手伝いする。
　また、保護者の方や教職員の方々がこのような学生に
どう接したらよいかの相談もお受けしている。

　ぜひコミュニケーション・サポートルームをご利用く
ださい。

　＜コミュニケーション・サポートルーム＞
　　場　所：安田講堂２階
　　　　　　（安田講堂北側「ローソン前」入口）
　　連絡先：03-5841-0839（内線 20839）

【※】アスペルガー症候群は、仲間関係が苦手、他者
の感情や思考の理解が苦手、興味や関心事を周囲と共
有しにくい、などの特徴がある。注意欠如多動性障害
（ADHD）は、多動、不注意、衝動性が特徴。青年期か
ら成人期では、整理整頓が苦手だったり、忘れ物が多かっ
たりなど、不注意に関係する特質が目立つ。

学生相談ネットワーク本部　ホームページ
http://dcs.adm.u-tokyo.ac.jp/

写真左から、小島憲道理事（副学長）、渡邉慶一郎室長、
古田元夫本部長
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コミュニケーション・サポートルームにて

一般

本部学生支援課

硬式野球部、神宮で勝利

　10 月２日（土）、東京六大学野球秋季リーグ、本学対
早稲田大学戦が神宮球場で開催され、硬式野球部が２年
ぶり 36 試合目に４対２で勝利した。
　早稲田大学の通算 30 勝目前の斎藤佑樹投手から勝利
をつかんだこともあって、本学応援席は大いに盛り上が
り、応援部では勝利したときだけに行う伝統の「勝利の
拍手」を久々に披露し、本学関係者、ＯＢ始め観客が一
体となって勝利に酔いしれていた。
　初完投勝利を経験した鈴木翔太投手（文Ⅲ）は１年生
で、今後の活躍が期待される。
　また、今年度は本学が当番校として始球式を担当し、
春季リーグでは濱田総長、秋季リーグでは小島理事（副
学長）がマウンドに立った。いずれもストライクゾーン
のミットに収まり、その瞬間、観客席からは大きな歓声
が沸き起こった。

応援部による勝利の試合終了後のエール交換

春季リーグにおける濱田総長の始球式

秋季リーグにおける小島理事（副学長）の始球式

一般

本部研究推進課

平成 22 年度「東京大学稷門賞」授
賞式が挙行される

　平成 22 年度「東京大学稷門賞」の受賞者が、五十嵐
昌子様、ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社代表取締役社
長木村康様、サントリーホールディングス株式会社代表
取締役会長・代表取締役社長佐治信忠様、他個人１名の
４件に決定し、授賞式が 10 月５日（火）17 時 30 分か
ら鉄門記念講堂において挙行された。本表彰は、私財の
寄附、ボランティア活動及び援助等により、本学の活動
の発展に大きく貢献した個人、法人又は団体（現に在籍
する本学の教職員及び学生は原則として対象外）に対し
授与するもので、平成 14 年度より毎年度行うこととし
ている。授賞式においては、選考結果の報告、各受賞代
表者への表彰状及び記念品の贈呈があり、その後、総長
の挨拶、受賞者からの挨拶が行われた。また、授賞式に
引き続き、レセプションが行われ、受賞者及び受賞関係
者と本学関係者との懇談が和やかな雰囲気の中で行われ
た。 受賞者の授賞理由は以下のとおりである。
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◎　受賞者 
１　五十嵐昌子様
受賞理由：故・五十嵐邁博士が収集した学術資料（約
10 万点のチョウ類標本、1,000 点を越える学術図書や
描画等）の総合研究博物館への寄贈について、同博士
の収集物には希少種の標本や、世界的な大図鑑などに
使用された原図等も多く含まれ、その寄贈は本学にお
ける研究に大きく貢献するのみでなく、一般に公開す
ることにより社会教育にも資するものであることが評
価された。

２　ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社代表取締役社長
　　木村康様
受賞理由：新日本石油株式会社（現：ＪＸ日鉱日石エ
ネルギー株式会社）との産学連携により平成 17 年か
ら実施されている新たな連携研究活動（トライアル連
携）及びエネルギー問題の総合研究拠点整備へ向けた
「先端科学技術研究センター新３号館」建設費用の寄
附について、同センター新３号館の竣工（平成 23 年
３月頃）の目途が立っていること、また連携活動の中
で世界に先駆けて新型の太陽電池の開発に成功する等
の成果が挙げられていることが評価された。

３　サントリーホールディングス株式会社代表取締役
　　会長、代表取締役社長　佐治信忠様
受賞理由：サントリーホールディングス株式会社によ
る総括寄付講座「水の知」（平成 20 年４月設置、５年
間）は、社会的課題である水環境問題を産官学連携に
より解決方法を研究し社会発信していくために設置さ
れた。研究面の業績に加えて、教養学部生向けの講義
を実施したり、キャンパス公開に併せたシンポジウム
を連続開催する等、教育や社会発信の実績も顕著であ
ることが評価された。

４　個人（受賞者の意向により非公表）

五十嵐昌子様及び推薦部局関係者、総長との記念撮影

ＪＸホールディングス株式会社代表取締役会長 西尾進路様
及び推薦部局関係者、総長との記念撮影

サントリーホールディングス株式会社常務執行役員 小嶋幸次様
及び推薦部局関係者、総長との記念撮影

一般

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）

気候変動適応に挑む、「第７回
GEOSSアジア水循環会議」開催！

　10 月５（火）・６（水）日の両日、本学駒場Ⅱキャン
パスにある、生産技術研究所An棟三階大会議室におい
て、全球地球観測を利用したアジア水循環イニシアティ
ブ（GEOSS/AWCI）の第７回国際調整委員会が行われ
た。当機構の小池研究グループと宇宙航空研究開発機構
アジア推進室、土木研究所水災害・リスクマネジメント
国際センターの三機関が共催し、国連大学、アジア太平
洋ネットワークなどの支援・協力を得て開催したもので
ある。
　「アジア水循環イニシアティブ」とは、アジア地域に
共通する様々な水問題を解決するために、全球地球観測
（GEOSS）から創出される価値のあるデータを利用して、
アジアにおける統合的水資源管理を推進しようという取
り組みである。当機構の小池俊雄教授（工学系研究科）
がこのプロジェクトの代表を務めている。

＊ＡＷＣＩのプロジェクト概要、および、本会合のＵＲ
Ｌは、以下のアドレスより、ご参照ください。
　http://monsoon.t.u-tokyo.ac.jp/AWCI/index.htm
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　現在、アジア・オセアニア地域から 20 カ国が参加メ
ンバーとなっており、今回第７回の国際調整委員会には、
バングラディシュ、カンボジア、インド、インドネシア、
韓国、マレーシア、モンゴル、ミャンマー、ネパール、フィ
リピン、タイ、ウズベキスタン、ベトナムの 13 カ国から、
気象局、水文気象研究所などの政府組織の高官、および
大学・研究機関から教授・研究者など、各分野における
各国の専門家が招聘され来日した。二日間の参加者数は、
延べ 80 名に達した。

GEOSSアジア水循環イニシアティブ
メンバー国（現在 20カ国参加）

　国土交通省がその週の後半に開催を予定していた「ア
ジア太平洋地域におけるインフラストラクチャー大臣会
合」に先立ち、大臣会合での企業展示パネルも、本会議
中公開され、研究機関以外の企業における「水」への取
り組みになどについて、ポスター見学をする機会を得た。
　第一日目は、洪水、渇水、水質汚染、氷河湖決壊のテー
マ別に分かれた各ワーキンググループから、どのように
気候変動適応に立ち向かうことができるか、に焦点を当
てて、各国の研究成果、取り組みの現状などを詳細にご
報告いただいた。続く第二日目は、気候変動の評価と適
応について、現在進行中の実行計画とその準備状況など
について、宇宙航空研究開発機構、国土交通省、国際協
力機構、気象庁などの各機関より、研究成果が紹介され
た。今後も、日本を含むアジアの各国が協力してデータ
共有を行い、そうした貴重なデータから、アジアの人々
の暮らしや社会に役立つ情報を創出する枠組み作りをさ
らに推進しているところである。また、アジアでの成功
事例を基に、同様の水問題を解決するために、さらにア
フリカ大陸へ展開するなど、地球観測データを利用した
当機構の水循環研究に関する取り組みには、ますます大
きな期待が寄せられている。

AWCI－ICG全体グループ写真

なお、本件についてのお問い合わせは、地球観測データ
統融合連携研究機構事務局までお願いいたします。
電話 03-5841-6132（内線 26132）
E-mail: editoria@editoria.u-tokyo.ac.jp

一般

海洋アライアンス

小学校にて出前授業開催

　10 月７日（木）、板橋区立中台小学校（渡邉和子校長）
で海洋アライアンスによる出前授業が行われた。当日は
学校公開日だったこともあり、２年生の児童 43 名の他、
保護者も参観しての授業となった。講師は海洋アライア
ンスの福島朋彦特任准教授。国語の授業で学習中の「サ
ンゴの生きもの」に出てくるクマノミやホンソメワケベ
ラなどの生態をクイズやゲームを取り入れながら紹介し
た。
　当日は、保護者の参観も手伝ってか、授業開始から子
供たちは元気一杯であった。教科書に出てきた生き物が出
題されると大きな声と共に一斉に手が挙がり、その他の生
き物でも予想もしない生態が紹介されると、目を丸くして
驚いていた。子供たちを見ていると答えを知る度に対象と
なった生き物への興味が深まっていくようであった。

一斉に手を挙げる子供たち
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　授業の後半に行われた班別対抗のゲーム大会は大変な
盛り上がりをみせた。与えられたヒントから生き物を推
測し、該当する生き物カードを選んでくるゲームで、子
供たちは班の友達と協力しながら懸命にカードを探して
いた。意外なヒントが出されると後方からもどよめきが
あり、保護者も一緒に楽しんでいることが窺えた。正解
の生き物カードを取った班の子供たちは、講師から答
えを聞くまでは不安に思っていたようだが、正解したと
知った時には喜びもひとしおのようだった。そして、講
師オリジナルの「海の生きもの博士認定証」を誇らしげ
に受け取っていた。
　最後に「今日の授業はどうでしたか？」という質問に
対し、たくさんの「楽しかった！」に混ざって「海って
いいなぁ」という声があがった。また、最後まで残って
いた児童から「また来てください」とお願いされた講師は、
安堵の表情を浮かべていた。この出前授業を通して子供
たちが海への興味を深めてくれたことを実感した。

　海洋アライアンスでは、海洋生物や海洋資源など多岐
にわたる出前授業を用意しています。詳しくは海洋アラ
イアンスホームページをご覧ください。
海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

一般

本部入試課

「平成 22 年度学務研修会実務勉強
会」を開催

　10 月８日（金）、平成 22 年度学務研修会実務勉強会が、
竣工間もない学生支援センター（本郷キャンパス）の２
階大会議室及び３階ディスカッションルームを会場に開
催された。
　本部・部局で教育・学生支援業務を担当し、同業務に
従事した年数がおおむね５年以内の者 33 名が参加した。
　この実務勉強会は本学の教育・学生支援業務のあり
方や求められる職員像について考える機会とするととも
に、業務の円滑な処理に必要な基礎知識を習得させ、学
生支援体制の充実と業務能力の向上に資することを目的
に教育・学生支援部が中心となって毎年行っているもの
である。
　開講式では教育・学生支援部の矢野由美部長から実務
勉強会の趣旨説明がなされた。引き続き、午前中は学生
相談ネットワーク本部精神保健支援室長渡邉慶一郎講
師による講話 ｢発達障害のある学生への支援について｣

及び大学院総合文化研究科国際社会科学専攻山本泰教授
による講話 ｢東京大学の教養教育の特色について｣ が行
われた。

渡邉慶一郎講師による講話の様子

山本泰教授による講話の様子

　午後はグループに分かれて演習が行われ、前半は課題
を中心に討議を行い、後半は受講者からあらかじめ提案
のあった質問事項等について、テーマごとに意見交換が
行われた。普段はあまり接することのない他部局の人達
と熱のこもった議論の中で、様々な意見や考え方、他部
局の状況を知ることとなり、アンケートの結果からも、
今後の仕事を行う上で活用できると答えた受講者がほと
んどであった。

演習での意見交換の様子

講師オリジナル認定証
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一般

本部企画課

「明日の東京大学―危機に立つ財政」
説明会、開催される

　10 月 12 日（火）、安田講堂にて濱田純一総長と前田
正史理事（副学長）による教職員・学生への説明会が行
われた。16 時に開始された説明会には、約 400 名の参
加者（教員約 40 名、学生約 30 名、職員約 330 名）が集
まり、質疑応答では、終了予定時刻の 18 時を 20 分近く
延長するほど熱心な意見交換が行われた。
　本説明会は、濱田総長による「東京大学の行動シナリ
オ FOREST2015」の説明から幕を開けた。「森を動かす。
世界を担う知の拠点へ」の精神のもと、本学を更に発展
させていくために、今後５年間に亘って取り組むべき課
題への意欲が語られた。これに引き続き、高等教育への
公財政支出が毎年減らされている厳しい現状や、本学の
財政面の努力について、前田理事（副学長）からの説明
が行われた。　
　その後、総長、理事の説明を受け、会場の参加者から、
「財政難の中、どのようにして行動シナリオを推進する
のか」、「奨学金や授業料減免にはどのように取り組むの
か」、「研究について国民への理解を高めることが必要な
のではないか」等の質問がなされ、そのひとつひとつに
濱田総長と前田理事（副学長）が答えていった。「たと
えどんな困難な情勢にあっても東京大学は教育研究のた
めに行うべきことは行っていく」と力強く語る総長の姿
が印象的であった。説明会の模様は本学のウェブサイト
で紹介している。
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen02/b01_15_j.html

濱田総長と前田理事（副学長）による説明（上）、
会場からの質問に答える様子（下）

一般

本部キャリアサポート課

博士・ポスドク対象企業説明会開催

　10 月 15 日（金）16 時から浅野キャンパス武田先端知
ビルを会場として、キャリアサポート室主催の博士・ポ

スドク対象企業説明会が開催された。
　キャリアサポート室では、2005 年に開設されて以来、
学部学生、大学院学生を主たる対象として、卒業生との
交流の場の提供、業界・企業について研究する場の提供、
キャリアアドバイザによるキャリア相談などのサービス
を行ってきた。これらのうち業界・企業研究とキャリア
相談についてポスドクにも積極的に就職に関する情報を
提供するため、博士・ポスドクに特化したこのような説
明会を開催している。
　武田先端知ビル５階の武田ホールに出展 11 社の個別
ブースを設置し、参加者はそれぞれのテーブルで企業の
技術・研究者や人事担当者らと懇談する形式で、約 170
人が来場し、終了予定の 19 時ぎりぎりまで学生からの
質問が続くブースもいくつも見られ、盛り上がりをみせ
た。

熱心にメモをとる参加者たち

一般

学生相談ネットワーク本部

講習会「心をつなぐ工夫」（第４回、
第５回）を開催

　平成 22 年度学生相談ネットワーク本部主催講習会『心
をつなぐ工夫』－「第４回：最近の大学院生の特徴」が
10 月 19 日（火）に駒場Ⅱキャンパス先端科学技術研究
センター４号館講堂において、本年度最終回となる「第
５回：学生は学生相談所・精神科をどう利用している
か？」が 10 月 27 日（水）に柏キャンパス柏図書館メディ
アホールにおいて、それぞれ開催された。
　第４回講習会では、駒場学生相談所の石垣琢磨教授に
よる講義「東京大学駒場学生相談所の現状から見る最近
の大学院生の特徴」が行われ、引き続き、駒場学生相談
所の松島公望助教、杉山明子特任助教が加わり、演習（学
生への対応についてのグループディスカッション）が行
われた。演習では様々な意見交換がなされ、多様な学生
に対応・理解するための知識取得の場となった。
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（写真左）石垣琢磨教授による講義（第４回）
（写真右）演習の様子（第４回）

　第５回講習会では、高野明学生相談所講師による講義
「学生は学生相談所をどう利用しているか」及び大島紀
人精神保健支援室講師による講義「学生は保健センター
精神科をどう利用しているか」が行われ、引き続き、質
疑応答及び意見交換が活発に行われた。
　参加者は、第４回が 16 名（５部局、教員６名、職員
10 名）、第５回が 20 名（４部局、教員８名、職員 12 名）
であった。
　学生相談ネットワーク本部では、従来から本学教職員
に対して学生のメンタルケア能力修得を目的とした講習
会を実施しており、本年度は「心をつなぐ工夫」に焦点
を当て、毎回異なるテーマを設けて５回開催した。教育・
研究の場で学生指導にあたる教員、窓口で学生に関わる
職員、そして学生対応に関心のある教職員の方々に、今
後も講習会等の活動を通して学生対応への理解を深めて
いただきたいと願っている。

（写真左）高野明講師による講義（第５回）
（写真右）大島紀人講師による講義（第５回）

☆本年度実施した全５回の講習会の内容や当本部の活動
については、学生相談ネットワーク本部のホームペー
ジをご参照ください。

　 http://dcs.adm.u-tokyo.ac.jp/

一般

本部キャリアサポート課

知の創造的摩擦プロジェクト第 11
回交流会開催

　10 月 23 日（土）、駒場Ⅰキャンパスコミュニケーショ
ン・プラザ南館において、知の創造的摩擦プロジェクト
第 11 回交流会「語ることで、拡がるキャリア」が開催
された。
　卒業生との交流を通して学生のキャリア形成支援を目
指すこの大学主催のイベントも、2005年10月の本郷キャ
ンパスでの第 1回以来、毎年、本郷キャンパス、駒場キャ
ンパスでの開催を経て第 11 回目となった。今回は５周
年にあたり、約 120 名の卒業生と約 320 名の学生が参加

した。
　開会にあたり小島憲道理事（副学長）から、かつて学
生としてこの交流会に参加した学生が社会人となってこ
の交流会に参加するという循環が生まれていることは誠
に喜ばしいことであるという感想が述べられた。また、
濱田総長が掲げる「タフな東大生｣について紹介があり、
今は複雑な課題が数多くある時代であるが、その中でタ
フさを身に付けてほしいと大学側も考えており、そのた
め ｢多様な触れ合いのある環境を作りだす仕組み｣ に取
り組んでいることの説明があった。そして本日の交流会
はまさにこの考えに沿うものであり、学生のみなさんも
この場をきっかけに“人生の先輩方”との関係を築こう
とチャレンジしてほしい、と述べて励まされた。

開会の挨拶をする小島理事（副学長）

　第一部は中規模グループディスカッション、第二部は
懇談会の二部構成で、13 時から 19 時まで和やかな中に
も熱のこもった会話が繰り広げられた。
　交流会は、卒業生有志の集い ｢東京大学三四郎会｣ と
本学学生サークル「東大ドリームネット」の協力・支援
のもとに行われたものである。学生と卒業生がともに主
体的に参画する「東大コミュニティ」ともいうべき、交
流の仕組みの熟成への道が開かれ、年輪を重ねて幹とな
るごとく更に発展することが期待される。

交流の輪
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一般

本部総務課

名誉教授懇談会の開催

　10 月 26 日（火）18 時から山上会館において名誉教授
懇談会を開催した。
　名誉教授の方々 166 人がご出席され、学内からは濱田
純一総長をはじめ、理事（副学長）、理事、監事、各部
局長等の関係者多数が出席した。
　懇談会は、濱田総長の挨拶の後、吉川弘之名誉教授（元
総長）の発声で乾杯があり懇談が開始された。
　途中、有馬朗人名誉教授（元総長）の挨拶に続いて平
成 22 年度の名誉教授称号授与者を代表して、数理科学
研究科の岡本和夫名誉教授の挨拶があり、終始なごやか
な雰囲気で続けられ、佐藤理事（副学長）の閉会挨拶を
もって散会した。

（写真左）挨拶をする濱田総長
（写真右）乾杯をする吉川名誉教授（元総長）

（写真左）挨拶をする有馬名誉教授（元総長）
（写真右）名誉教授称号授与者の代表挨拶をする岡本名誉教授

なごやかな歓談の様子

一般

総括プロジェクト機構

日本の航空 100 年「航空技術と航
空安全」フォーラム、開催

　10 月 27 日（水）、安田講堂において、航空イノベー
ション総括寄付講座（以下ＣＡＩＲ）と航空技術協会の
共催により、「日本の航空 100 年『航空技術と航空安全』」
フォーラムが開催された。本年は日本での動力飛行から
100 年に当たり、航空安全を築き上げた歴史を振り返る
とともに、世界的な経済問題、地球環境問題により新た
な展開を迎える航空の将来を展望することを目的に開催
されたもので、当日は、400 名を超える参加があった。
　冒頭、ＣＡＩＲ代表、鈴木真二教授（工学系研究科航
空宇宙工学専攻）の挨拶の後、エアバス・ジャパン会長
グレン・Ｓ・フクシマ氏による欧州での航空技術の変遷
についての説明に続き、生物多様性条約第十回締約国会
議（ＣＯＰ 10）での講演のため来日中のエアバス本社
上級副社長ライナー・オーラー氏により「環境に配慮し
た未来の航空機の姿」と題する講演があった。その後、
日本航空技術協会講師、斎藤昌彦氏から、航空機整備に
関する変遷と、最近の国際的な安全管理システムへの取
り組みが説明された。
　後半では、鈴木真二教授のコーディネートにより、パ
ネルディスカッションが開催され、国土交通省航空局の
島村淳氏、宇宙航空研究開発機構の張替正敏氏、日本航
空機操縦士協会の中野計人氏、日本航空技術協会の斎藤
隆氏より、行政、研究、操縦、整備の各分野での航空安
全への取り組みが紹介されたのち、今後の技術動向、人
材育成などの視点が、会場からの質疑を交えて議論され、
参加者一同、安全への構築に向けた各分野のネットワー
クの重要性が確認され、最後に、日本航空技術協会会長、
今井孝雄氏の挨拶により閉会となった。

エアバス本社上級副社長ライナー・オーラー氏による講演

　ＣＡＩＲでは国内の航空ネットワークの維持・活性
化に焦点をあてた「日本の航空 100 年～日本の航空の明
日を考える」フォーラムを 12 月７日（火）、引き続き安
田講堂において開催を予定しています。詳細は http://
aviation.u-tokyo.ac.jp/ をご覧ください。
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部部局
ニュース

部局

大学院理学系研究科・理学部

サマー・リサーチ・インターンシップ
プログラム（UTRIP）を実施

　大学院理学系研究科では６月 25 日（金）から８
月５日（木）の６週間にわたり文部科学省主導本研究
科国際化拠点整備事業の一環としてサマープログラム、 
UTRIP （The University of Tokyo Research Internship 
Program）を実施した。「東京大学の行動シナリオ 
FOREST2015」では学内の国際化推進を重要課題の一
つとして掲げているが、本研究科でも多様性に富んだ仲
間との異文化交流を通じて学生達の専門的・学術的想像
力を活性化させることを教育目的のひとつとしている。
従来も本研究科では海外の大学院生向けサマースクール
を実施していたが、学部生（３、４年生）を対象とした
ものはUTRIP が初めてである。このプログラムでは東
京大学や本研究科への留学に興味がある学生を招いて実
際に講義や研究・実験を経験し、その良さを体験しても
らうことを目的としている。　
　UTRIP の応募資格については多様性の確保を考慮し
て国籍や所属大学を問わず、また専攻も理学に限らず募
集した。その結果一月余りという短い期間に 13 カ国約
50 大学から 150 名以上の応募があった。この中から選
考によって 20 名の学生が選ばれた。彼らの国籍を見る
と中国、香港、インド、インドネシア、タイ、バングラ
デシュ、シンガポール、英国、米国、そしてカナダと国
際色豊なものとなった。
　本プログラムでは一研究室につきインターン生一名を
受け入れた。期間中、参加学生は担当ＴＡや受入教員の指
導の下、各自の研究課題に取り組んだ。また見識を広げる
ために自分の専門分野を問わず６専攻全分野の英語によ
る入門講座も受講した。正規プログラムに加えて参加学生
の日本文化に触れたいという希望に応じ、日本語講座や盆
踊りなど日本文化体験イベントも実施された。本研究科附
属施設の日光植物園訪問を兼ねた見学旅行では、世界遺産
日光東照宮の伝統美を堪能し奥日光の温泉も満喫した。
　プログラムの総仕上げとして期間最後の二日間にわた
り研究成果発表が行われた。そして最終日、山形俊男研
究科長から一人一人に修了証が授与され 42 日間のプロ
グラムは幕を閉じた。

【本プログラム詳細ウェブサイト】
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/oip/en/utrip2010summary/
index.html

朝風呂も体験した湯元温泉で

専門外の講義にも真剣に聞き入る参加学生

修了証を頂いてミッションコンプリート

部局

生産技術研究所

平成22年度自衛消防活動審査会「優
良賞」を受賞

　９月３日（金）、目黒消防署主催の平成 22 年度自衛消
防活動審査会がダイエー碑文谷店駐車場において開催さ
れた。
　この審査会は、目黒区内の事業所から１隊３名で構成
された自衛消防隊が出場し、火災発生時の通報・連絡、
消火器の扱い、屋内消火栓の操作・放水等、技術の安全
性・正確性を審査することで、自衛消防技術の確認と意
識の向上を目的としたものである。
　生産技術研究所からは研究部隊として基礎系部門から
指揮者：小山（半場研）１番員：椎原（吉川研）２番員：
崔（中埜研）、事務部隊として指揮者：千葉（経理課）
１番員：尾田（総務課）２番員：中竹（総務課）の２隊
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が出場した。
　今年の夏は近年稀にみる猛暑が続き、日中 35℃を超
す中での訓練は過酷だったが、限られた時間の中で密度
の濃い訓練を行い、隊員同士の掛け声は研究所全体に響
きわたるほどであった。その結果、審査会では事務部隊
が優良賞をいただき、また研究部隊も存分に訓練成果を
発揮することができた。
　昨今の異常気象や震災、火災など、防災管理の必要性
が高まる中、これをきっかけとして、所全体で防災意識
を向上させていくよう、今後も防災訓練等をとおして働
きかけていきたい。

　最後になりましたが、訓練にあたって機材の準備や消
防署との連絡調整など様々な面でバックアップしてくだ
さった皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。

優良賞を授与された生産技術研究所自衛消防隊員

部局

大学院工学系研究科・工学部

「安全実技体験研修」が行われる

　９月 24 日（金）に、エムシーヒューマネッツ株式会
社の研修指導により、「火災・爆発の怖さ」をテーマに
安全実技体験研修を開催した。約２時間の研修を２回開
催し、工学系等の教職員や学部生および大学院生など合
計 44 名が参加した。参加者は、可燃性ガスの燃焼、粉
じん爆発、断熱圧縮、静電気による着火現象など、説明
を交えながら実験を体験した。
　可燃性ガスの燃焼では、円筒形の燃焼容器による実験
が行われ、上下方向で火炎が伝播する方向の違いにより
燃焼が激しくなることや、金網による火炎伝播阻止など
を体感した。粉じん爆発の実験では、クリーミングパウ
ダーの粉じん爆発を体験し、身近なものにも粉じん爆発
の危険性が潜んでいることを体感した。また、断熱圧縮
の実験では、ティッシュペーパーをピストンに入れて、
ピストン内の空気を圧縮し、その熱で着火させるという
現象を体験した。
　静電気による着火現象は、参加者に実際に帯電しても
らい、人体に帯電した静電気が着火源になることを体感

した。また、静電気による引火性液体への着火や、エア
ゾールの噴射による帯電現象など、日頃の実験作業の中
に危険が潜んでいることを体感した。
　燃焼・爆発の危険性を実際に体感する機会は滅多にな
いため、参加者の感想も、「実物が分かりやすく、説明
も分かりやすく、大変興味を持てた」、「身近な事例も多
くあり、とても分かりやすかった」、「日常の勤務や生活
の中で危険と隣り合っていることが確認できた、貴重な
体験だった」など、大変好評だった。

断熱圧縮による着火の実演

人体帯電を体験する参加者

エアゾールの噴射による帯電を体験する参加者
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部局

医科学研究所

国際学生フォーラム2010に参加

　９月 26 日（日）～ 28 日（火）、中国科学院研究生院
（GUCAS）の主催で北京にて国際学生フォーラム 2010
が開催された。本フォーラムは日・中・米・豪の４大学
がコアメンバーとして持ち回りで主催しており、運営・
進行等すべて大学院学生が中心となって行われている。
優秀な大学院学生に成果発表の機会を与え、また会期中
の交流を通じて学生同士互いに刺激し合う場として、毎
年非常に有意義な結果を残している。
　今年、本学（医科研及び先端研）からは８名の大学院
学生が参加した。中国における反日運動の影響を懸念し、
参加者には旅行中の行動について特別に注意喚起を行う
など緊張感もあったが、全員無事に発表を終えて帰国す
ることができた。本学参加者からは、「今後の研究活動
の糧となる大変貴重で有意義な経験であり、多くの刺激
を受けた。多数の新しい友人たちと連絡先も交換し、ネッ
トワークが拡がった」との嬉しい報告を受けた。セッショ
ンの他、万里の長城やオリンピックスタジアムへの見学
も日程に組み込まれており、初秋の北京を充分満喫した
ようである。
　第７回目となる 2012 年は医科研が主催となる。本学
を世界にアピールしつつ参加者から満足の声の聞ける素
晴らしいフォーラムとなるよう、準備を始めている。

参加者集合写真

セッションの様子

部局

大学院教育学研究科・教育学部

「ハラスメントを防ぐために」をテーマ
にＦＤ及びＳＤの会を開催

　教育学研究科は、年４回実施しているＦＤ（ファカル
ティ・ディベロップメント）の会の今年度第２回目のテー
マに「ハラスメントを防ぐために」を揚げ、９月 29 日（水）
に赤門総合研究棟 200 番教室でＦＤの会を開催した。さ
らに、今回は教員だけでなく、事務職員に対する職場啓
発を推進することにも取り組みを広げ、研究科としては
初めての試みであるＳＤ（スタッフ・ディベロップメン
ト）の会として、ＦＤとＳＤを合同で開催することとなっ
た。
　この合同の会は、武藤芳照教育学研究科長から「ハ
ラスメントを多角的視点から考える有意義な会合とした
い」との挨拶で始まり、学外からの講師を含む次の４名
の講師陣に登場していただいた。

（敬称略）
矢野　ゆき　人事部労務・勤務環境課専門員・ハラスメ
ント相談所相談員
　「事例から学ぶ」
上柳　敏郎　教育学研究科顧問弁護士、法学政治学研究
科客員教授
　「法律からみたハラスメント」
佐々木　司　教育学研究科教授
　「精神保健からみたハラスメント」
川野　一宇　ＮＨＫラジオセンター、ラジオ深夜便アン
カー
　「言葉とハラスメント」
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開会の挨拶を述べる武藤芳照教育学研究科長

　各講師からは、これまでの職務経験や専門分野の視点
から、ハラスメントの実態、ハラスメントが及ぼす社会
的・心理的影響、公共の場や対人関係において心がける
べき言葉遣い等に関して貴重な意見、助言を述べていた
だいた。
　また、講演の後には、講師陣が壇上に並び、ハラスメ
ントの防止に向けた手掛かり等について、参加者たちと
の間で予定時刻を超えるほどの熱い討議が行われた。研
究科としてＦＤとＳＤの会を合同で開催することは初め
ての試みであったが、参加した教職員そして講師からも、
「面白かった」と、一つの課題を様々な立場から見つめ
て考えることの大切さを改めて知らされた会となった。 
なお、当日は、本部や他部局の職員の方々にも参加して
いただき、総勢 60 名あまりの会となった。

参加者と意見を交わす４人の講師陣

部局

分子細胞生物学研究所

留学生サマースクールを開催

　10 月１日（金）、日本文化に触れる機会を提供するた
めに留学生対象の日帰りサマースクールを行った。
　弥生キャンパスを朝７時 50 分に出発する強行軍で
あったが、好天にめぐまれ、日光での見学先をゆっくり
まわることができた。参加者は中国、韓国、タイ、オ

ランダ、コロンビアなどからの留学生で、引率者を含め
11 名で、理学系研究科附属植物園日光分園、日光東照
宮などを見学した。日頃なかなか行く機会が少ない所へ
の見学であったが、英語のガイドさんもついて、たいへ
ん勉強になる小旅行となった。

日光東照宮にて

大猷院にてガイドさんの説明を受ける参加者たち

部局

大学院工学系研究科・工学部

｢全学ゼミ｣・｢創造性工学プロジェクト｣
発表説明会開催

　工学教育推進機構（工学系研究科・工学部）では教養
学部前期課程１年から修士課程に至る６年間で、ものづ
くりによる創造性教育のために、１・２年生向けの全学
自由研究ゼミナール、全学体験ゼミナールに引き続き、
３・４年生向けの工学部共通科目 ｢創造的ものづくりプ
ロジェクト｣、大学院修士課程向け共通科目「創造性工
学プロジェクト」を実施している。
　今年度夏学期実施の各プロジェクトの成果発表会及び
ガイダンスが 10 月４日（月） に本郷キャンパスで、10
月６日（水）に駒場キャンパスで実施された。
　工学部及び工学系研究科対象の科目は、創造的思考を
基にした課題解決型の実験・演習による創造力、及びそ
の過程におけるプロジェクト運営力、リーダ力および国
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際力の涵養を目的とする。講義はいくつかのプロジェク
トテーマからひとつを選び、必要な基礎講義を受けた後
に実際に企画・設計・製作・実験・改良・発表を経験する。
　４日の会では関村直人副研究科長より、このようなプ
ロジェクトが工学系独自の教育プログラムであり、チー
ムワークを発揮して考え抜く力を鍛える場として期待し
ていることが述べられた後、担当の草加浩平特任教授の
司会により、全 11 テーマの参加学生から成果が発表さ
れた。冬学期からは３テーマが追加になる。各テーマ
の内容は工学教育推進機構のホームページ（http://ciee.
t.u-tokyo.ac.jp/ciee/index-ciee.html）に紹介されている。
なお本科目では他学部、他研究科の学生に門戸を開放し
ているテーマもある。

創造性工学プロジェクト「e-learning project」の成果発表

　またこの冬学期に工学部が提供するゼミは全学自由研
究ゼミナールが 13 科目、全学体験ゼミナールが 11 科目
あるが、従来開講されていた科目に加え、新任の先生方
による新たな科目が増えていることが今学期の特徴であ
り、ものづくり活動を通した人間力の向上が期待される。

全学ゼミ「ロボット競技を体験しよう」の成果発表

部局

大学院薬学系研究科・薬学部

「Harald zur Hausen 教授講演会」の
報告

　10 月６日（水）15 時 20 分から 17 時まで、薬学系研
究科講堂において、ノーベル医学生理学賞を 2008 年に
受賞された、Harald zur Hausen 教授の講演会が開かれ
た。本講演会は東京大学主催、科学技術振興機構共催、
グローバル COEプログラムである「医療システムイノ
ベーション」「疾患のケミカルバイオロジー」及び「ゲ
ノム情報に基づく先端医療」の協賛によるものであった。
zur Hausen 教授はヒト子宮頸がんがパピローマウイル
スの感染によって引き起こされることを発見し、ワクチ
ンによるがん予防への道を切り開いたことで、がんの予
防という人類の夢の実現に多大な貢献をし、現在はドイ
ツがん研究センター名誉教授である。

講演中の zur Hausen 教授と長野薬学系研究科長

　講演会は長野哲雄薬学系研究科長の挨拶で始まった。
「Engagement of Infectious Agents in Human Cancers」
というタイトルで行われた zur Hausen 教授のご講演で
は、まず、感染寄生体が 21％のがんの原因であり、感
染を防ぐことによりがんを予防できることが多くの癌に
関して証明された経緯が述べられた。次に、ウイルス
感染が大腸癌や小児のリンパ腫でも原因となりうること
を、疫学的な背景とウイルスの解析結果などの、最近の
ご自身の研究に基づいて力説された。「常識を常識と思
うな」という質疑の中に出て来たお言葉をご自身でも実
践されているような研究姿勢を思わせ、感動的であった。
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講演会の聴衆。質疑応答の最中で、スクリーンには医科学研究所
からの質問者がリアルタイムで映し出されている

　講演は医科学研究所講堂にビデオ配信され、薬学系研
究科入村達郎教授の司会で行われた質疑応答にも医科学
研究所からの積極的な参加があった。質疑応答では特に
若い大学院生や学部学生からの発言が相次ぎ、30 分あ
まりがすぐに過ぎてしまった。「科学者になるためにやる
べきことは何か」の質問には「一つの領域にこだわって
その中で業績をどんどん発表し科学者としてのアイデン
ティティーを早く確立しなさい」ということであった。
講演会開催の機会を頂いた科学技術振興機構、参加者登
録受付、ビデオカンファレンスの設営、当日受付その他
で、部局を越えてご協力頂いた学内の皆様に、この場を
借りて深く感謝申し上げたい。

部局

生産技術研究所

「外国人研究者・留学生との懇談会」
開催される！

　10 月７日（木）16 時より、駒場Ⅱキャンパスのユニバー
シティ広場において、外国人研究者、留学生と教職員、
日本人学生等との国際交流の促進を目的とした生産技術
研究所主催の「外国人研究者・留学生との懇談会」が開
催された。
　本懇談会は、生産技術研究所の国際交流委員会、懇
談会実行委員会、事務部国際交流チームの企画のもと、
100 人以上の教職員・学生ボランティアにより、例年通
り国際色豊かな各国料理を屋台で提供する形式で行われ
た。今回は９カ国（フランス、スイス、トルコ、ブラジ
ル、パキスタン、マレーシア、中国、韓国、日本）から
全 10 件の屋台が出店され、各屋台には長蛇の列ができ、
本場の料理やドリンク類、そして日本の生ビールなどを
楽しみつつ、随所で国際交流を深める人々の輪ができた。
　昨年は台風の影響により直前で中止を余儀なくされた
が、今年は天候にも恵まれ、参加者は 594 名にものぼり
大盛況の会であった。

懇談会風景

ブラジル屋台のメンバー

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

第14回東京大学文学部公開講座が開
催される

　10 月８日（金）に、大学院人文社会系研究科・文学
部と北見市・北見市教育委員会との共催による第 14 回
東京大学文学部公開講座が開催された。
　この講座は、昼間の高校生を対象とした「常呂高校特
別講座」と夜間の一般を対象とした「北見公開講座」と
に分けて行っている。
　「常呂高校特別講座」は北見市の常呂高等学校にて、
柴田元幸副研究科長による「翻訳という仕事」の講演が
行われ、在校生や一般の方々から多くの質問があり、予
定時間を超えて終了した。
　次に会場を北見市芸術文化ホールに移し、冒頭、旧常
呂町（現北見市）と５年前に締結した遺跡・文化財及
び地域に関する分野における両者間の協力を目的とした
「地域間協定」を北見市との間で今後も継続することに
合意し、小谷毎彦北見市長と小松久男本学大学院人文社
会系研究科長による調印式が行われた。
　引き続き、佐藤信教授による「世界遺産と日本史学」
及び藤原克巳教授による「源氏物語に描かれた夫婦愛」
の講演が行われ、両教授の熱のこもった講演に大勢の市
民が熱心に聞き入っていた。
　最後に、参加者からの提案により、常呂町との交流に
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尽力された故藤本強名誉教授（考古学）の冥福を祈って
黙祷をささげた。

（写真左）柴田元幸副研究科長による常呂高校での講演
（写真右）小谷北見市長（左）と小松研究科長（右）による調印式

（写真左）佐藤信教授による北見市芸術文化ホールでの講演
（写真右）藤原克巳教授による北見市芸術文化ホールでの講演

部局

大学院教育学研究科・教育学部

留学生修学旅行で三浦・小田原・箱
根を堪能する

　10 月 13 日（水）・14 日（木）の両日、大学院教育学
研究科・教育学部では、恒例の秋の留学生修学旅行を実
施した。昨年に引き続き宿泊を伴う旅行で、参加者は留
学生 18 名、武藤芳照研究科長をはじめとする引率の教
職員６名の計 24 名であった。
　時折、薄陽が差しこむ中、当初の予定通り８時に貸し
切りバスは本郷キャンパスを出発。首都高速からレイン
ボーブリッジ、ベイブリッジを抜けて神奈川県内に入っ
た。やがてバスは三浦半島に入り、雨上がりで緑濃く見
える木々が、淡青の空と濃紺の海に変わりゆくさまを窓
外に楽しみしつつ、最初の目的地である理学系研究科附
属三崎臨海実験所へ到着した。
　臨海実験所では、赤坂甲治所長のユーモアに溢れたプ
レゼンテーションを楽しんだ後、実験施設を見学し、海
洋生物とじかに触れ合い、わが国のみならず世界におけ
る生物学の発展に多大な貢献をしてきた足跡に大きな感
銘を受けた。特に実験所構内の湾で停泊中の実習船臨海
丸では、デッキで爽やかな秋風をうけながら記念撮影に
興じ、時折海面に光る魚影に留学生達は歓声をあげた。
次に、実験所内の食堂での昼食を楽しみ、実験所をあげ
ての歓待を名残惜しく思いつつも、徒歩で午後の最初の
訪問先である油壺マリンパークへと向かった。まず、普
段は一般の観客では見ることのできない施設の裏側見学
ツアーを全員で楽しみ、次いで、各自の自由見学時間と
なり、イワトビペンギンや珍種のサメ、はたまたくつろ
ぐにも程がある愛きょうたっぷりのカワウソなどの愉快

な水族達との出会いや、時折開催されるショータイムを
満喫した。

理学系研究科附属 三崎臨海実験所
海洋生物にも触れさせてもらった　

赤坂所長に率いられ、採集調査船・臨海丸に体験乗船

　その後、海岸線に沈みゆこうとする陽を眺めながら、
バスは湘南海岸を小田原へ進み、日没前の小田原城で記
念撮影ののち、宿泊先の箱根湯本温泉「雀のお宿春光荘」
に到着。18 時 30 分より、全員が顔をそろえての夜の宴
となった。美味な日本料理の数々に舌鼓を打つ一方で、
飲み、楽しく語り、途中武藤研究科長の還暦前々夜祭と
いうサプライズイベントを交えながら、和やかな雰囲気
の中、参加者相互の親睦を大いに深めることができた。
日本の伝統的な旅館のたたずまいと開放的な温泉は、多
くの留学生にとってとても感動的であったようである。
　２日目は、美しい秋晴れの中、９時に宿を出発し、日
本各地に点在する湿地帯のみずみずしい植物が集められ
た箱根湿性花園に向かった。留学生たちは、希少な植物
たちと出会いながらウォーキングをし、写真撮影などを
楽しんだ。次に、バスは芦ノ湖に向かい、箱根関所跡か
ら遊覧船による湖の周遊を行い、船の展望デッキからの
箱根の山々の景観に息をのんだ。そして、昼食は、大パ
ノラマの眺望で知られる十国峠へ。峠から眺めることが
できるはずの富士山はあいにく雲の中となってしまった
が、ある者はロープウェイで上った展望台から、ある者
は峠のおみやげ屋さんから、それぞれの心の目で見る富
士は、実物以上に雄大であったかもしれない。
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芦ノ湖を背景にジャンプ！

　その後、バスは今回の旅行の最終目的地となる畑宿寄
木会館へと向かい、箱根の伝統工芸品として有名な寄木
細工を、職人さんの指導により体験し、コースターを作
成した。職人さん顔負け？の美しい模様を作りだす者や、
ありあまる芸術センスゆえか、難解な作品を作り上げる
者など、十人十色の作品が生まれ、その出来栄えを披露
しあい、最後は各自の作品と記念撮影をおこなった。
　帰路の車中は２日間の疲れでまどろむ者、まだ話が尽
きず語り合う者など様々であったが、普段東京では見
ることのできない様々な自然や生物を愛で、海と山の清
澄な空気に洗われ、留学生たちは大いに心身をリフレッ
シュさせたはずである。やがて、渋滞に巻き込まれなが
らも無事 19 時過ぎにバスは本郷の赤門前に到着し、こ
こで２日間の修学旅行は解散となった。訪問先での体験
という「財産」もそうであるが、それ以上に出身国の異
なる留学生同士が、初めて出会い、語りあうことで、友
達という「人財」を得ることができた大変有意義な留学
生修学旅行であったと言えよう。

部局

医科学研究所

「慰霊祭」行われる

　医科学研究所では、同附属病院で亡くなられ、病理解
剖させていただいた方々の御霊をお慰めするために、10
月 14 日（木）13 時 30 分から医科学研究所慰霊祭を挙
行した。
　式は、参列者全員による黙祷に始まり、献体者御尊名
の奉読の後、清木元治所長が「御霊に捧げることば」を
述べた。続いて、御遺族及び医科学研究所関係教職員が
献花を行い、最後に、今井浩三病院長から御遺族に対し
て感謝のことばがあり、14 時過ぎに滞りなく終了した。

「御霊に捧げることば」を述べる清木所長

御遺族への感謝のことばを述べる今井病院長
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部局

東洋文化研究所

第10回東京大学東洋文化研究所公開
講座が開催される

　10 月 23 日（土）に、経済学研究科棟第一教室にて、
第 10 回東京大学東洋文化研究所公開講座が開催された。
本講座は、東洋文化研究所が長年蓄えてきた知的ストッ
クをもとにして、研究所スタッフがわかりやすく解説
する、アジアを知るための公開講座で、2001 年から年
１回開催し、今年で 10 回目である。今回は『アジアの
奇』として、菅豊教授による ｢中国の『奇』の文化誌｣、
板倉聖哲准教授による ｢奇想の源流─伊藤若冲が見た東
アジア｣、辻明日香助教による「奇跡譚に見るエジプト
のイスラーム教徒・キリスト教徒像」の講演が行われ、
293 名にも及ぶ大勢の市民の出席を得、活発な質問・意
見が寄せられた。

公開講座の様子
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http://pari.u-tokyo.ac.jp

14vol. Policy + alt
ポリシーアルト

※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

高齢化社会の新たな社会モデル

　高齢化という社会の変化には、「光」と
「影」がありますが、従来、ネガティブな側
面だけが強調されてきたきらいがあります。
たしかに、平均年齢の伸び、すなわち高齢
化は、これまでにない規模とスピードです
すんでいます。しかし、平均年齢だけでなく、
健康年齢も伸びている事実については、こ
れまであまり積極的に言及されてはきませ
んでした。
　今回ドイツ科学技術アカデミーと共催し
た第１回日独高齢化社会国際会議では、基
本的な認識として、「社会の高齢化（aging）」
を、「長寿化（more life）」と捉えるなど、
高齢化について、社会の認識や考え方を変
える必要がある（ネガティブな思考からポ
ジティブな思考へ）として意見が一致しま
した。長寿化は文化、社会の深化がもたら
してきた結果であると考え、社会の構造・
フレームワークをそれに合わせて変化させ
る必要があることを確認しました。
　日独双方から、老年医学、心理学、数学、

第１回　日独高齢化社会国際会議

● 日時：10月 5日（火）　 
● 場所：京都ホテルオークラ
● 主催：東京大学
　　　　ドイツ科学技術アカデミー（acatech）

主な論点

① 社会イノベーションによるアクティブエイジング
社会への移行
②  社会構造変革と経済成長の両立
③ e-health のような新たな仕組み導入を含めた、
サステナブルな社会保障制度に向けた改革
④ 強力な市民後見体制の構築、働き方の見直し
⑤ 高齢化に関する重要なエビデンスと認知機能
等の改善を可能とする介入
⑥ ICT を利用した各種のサポート機能（テレケア、
スマートホーム等）の提供
⑦ SmartSenior Allianceプロジェクト 
⑧ 地域社会と高齢化

日独高齢化社会国際会議の議長
を務めた 坂田一郎教授

　

　高齢化は私たちと社会にどのような変化をも
たらすのでしょうか。今回の会議では、身体・
認知機能やパーソナリティへの影響など加齢に
よる変化と社会的対応策についての研究報告
が行われました。高齢化を高寿命化と捉えるな
ど、ポジティブな面もあることを踏まえて新た
な社会モデルを構築する必要があります。

　高齢者は新しいものに対する感受性が衰えて
いくとされています。しかし、こうした高齢者
のパーソナリティは修正することができるとの
観点から、事前に運動トレーニングを行うこと
によって、新しい経験が刺激となり、認知機能
のレベルが向上するなど、成功につながった事
例が挙げられました。加齢が進むにつれて、新
たな知識を吸収する機能やスピードは衰えます
が、積み重ねてきた知識や経験を活用する能
力は衰えません。このように体の運動と思考の
巡りは関連していること、認知機能と知識・経

情報学、物理学、法学、政治学、イノベーショ
ン学、サステナビリティ学、多様な産業技

術など、多彩な分
野の研究者が集ま
り、新たな社会モデ
ルの構築に向けた
領域横断的な議論
を行いました。その
結果、「社会の高齢
化」またはそれに関
する学問領域であ
る「ジェロントロ

ジー」は、多岐にわたる相互補完的な研究
課題を多く含む領域であり、両国の研究協
力の最も重要なテーマの一つであることを
確認しました。
　日独両国は、「社会の高齢化先進国」と
して同じバックグラウンドを有し、エビデン
スに基づく次世代の社会モデル構築のため
に、双方のアカデミアが課題解決のために、
協力して大きな貢献をしていく必要があると
の認識で一致しました。両国は協力しあい
ながら、それぞれアジア、欧州における研
究ハブとなるべく活動していきます。　
　高齢化に関する問題点が類似している日

本とドイツが、共同で領域横断的なワーク
ショップをスタートさせたことは意義深く、
日独交流 150 年の友好の歴史に加えるべき
価値のあるものであることが確認されまし
た。今後、重点トピックスを選定し、「第 2
回ワークショップ」を来年ドイツ（ベルリン）
において開催することで合意しています。

1st Japan-Germany International Workshop 
on Aging Society

験は補完し合い、修正しうるものであるといっ
た報告がありました。

　現在の死因の大半はかつてのような感染症で
はなく、生活習慣病であるとされています。ま
た、医学の進歩により、これまでは存在しなかっ
た複数疾患を持つ患者が急増してきており、単
一疾患ごとに対応している旧来の医療では対応
しきれない状況になってきています。
　しかし現状では、こうした疾病構造の変化や
医療技術革新に、制度設計が追いついていま
せん。医療制度は、
労働人口になり得な
い状態で何十年も生
きる高齢者を想定し
ていないため、社会
保障費が増大してし
まっています。
　現実を正しく把握
し、より効率的な医
療制度、新しい公的
システムを確立する

必要があります。
　認知症などにより、資産を自分で管理するこ
とが難しい高齢者の資産が、日本には 10 兆円
存在します。市民後見人のサポートによる財産
管理や信託制度の整備、社会ネットワーク、雇
用やボランティア等を通じ、社会との接続を保
つことが求められています。
　高齢化社会の新たな社会モデルを構築するた
めには、こうしたエビデンスを大事にしながら、
多様な学術知識を統合し、活用していくことが
必要です。

多彩な研究者が集まった高齢化社会国際会議（10/5開催）
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お知らせ
お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 533（11 月４日）号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15 号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バッ
クナンバーもあります。
　第 533 号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

松田良一：エバンスブルー・日本脳炎・筋ジストロフィー
宮下志朗：『デカメロン』の壁画を訪ねてライン河畔へ
高田康成：ほとんどなんの感慨もなく
古城佳子：駒場キャンパスの新しい国際交流支援体制―
　　　　　駒場ＩＯと国際センター駒場オフィスの紹介

〈本の棚〉
品田悦一：齋藤希史著『漢文スタイル』
　　　　　軽やかに越境する
齋藤希史：品田悦一著『斎藤茂吉――あかあかと一本の

道とほりたり』
　　　　　むなぎがぬめら握らまく
星埜守之：斎藤兆史・野崎歓著『英仏文学戦記――もっ

と愉しむための名作案内』
　　　　　英仏文学への誘惑の書

〈時に沿って〉
吉本敬太郎：距離感
三ツ井崇：韓国文化をみつめる眼

学際交流ホール改装記念演奏会：
　　　　　　　11 月５日、学際交流ホール

お知らせ
情報基盤センター

「自宅から検索するには？」（20分）ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　レポート・論文・ゼミ発表で、文献探しや文献整理に
困っていませんか？
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
　※どのコースも自宅からの利用方法の説明を含みま
す。

■ 12/9（木）12:10 ～ 12:30　自宅から検索するには？
（20 分のワンポイント講習会） 
　自宅からデータベースや電子ジャーナルを使う方法だ
け、知りたい。そんな方にお奨めなのが、このコース。
ECCS アカウント認証による SSL-VPN Gateway サービ
スを紹介します。

■ 12/15（水）16:00 ～ 17:00　文献検索早わかり
　図書、電子ジャーナル、日本語論文（CiNii）、英語論
文（Web of Science）、新聞記事など、各種文献の探し
方を、まとめてコンパクトに解説します。

■ 12/17（金）15:00 ～ 16:00　RefWorks じっくりコース
　初心者向けにゆっくりと、Web 版の文献管理ツール
「RefWorks」の基本的な使い方を説明します。データベー
スからのデータの取り込み方、参考文献リストの自動作
成方法などを実習します。

■ 12/21（火）12:10 ～ 12:40
　電子ジャーナルで論文入手（30 分のクイック講習会）
電子ジャーナルで目的の雑誌論文を入手する方法を
コンパクトに解説します。

■ 12/21（火）15:00 ～ 16:00　はじめての論文の探し方
　「文献検索は初めて」という初心者向けにゆっくり
と、文献リストの読み取り方、図書、雑誌、日本語論文
（CiNii）、英語論文（Web of Science）の基本的な探し
方を実習します。（「文献検索早わかりコース」参加者は
受講不要）

■ 12/22（水）15:00 ～ 16:00
　知っておきたい検索のコツ【新コース】
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　どのデータベースを使えばいいかは知っていても、意
外と難しいのがキーワード検索。どのように入力すれば
欲しい情報が効率良く見つかるでしょうか。データベー
スごとに、知っておくと便利な検索のコツを教えます。
（扱うデータベースは当日の受講者により応相談。例：
OPAC、CiNii、Web of Science、EBSCOhost、読売新聞、
朝日新聞、医中誌Web、PubMed）

月 火 水 木 金
12/1 12/2 12/3

12/6 12/7 12/8 12/9
12:10-12:30
自宅から検
索するには

12/10

12/13 12/14 12/15
16:00-17:00
文献検索
早わかり

12/16 12/17
15:00-16:00
RefWorks
じっくり
コース

12/20 12/21
12:10-12:40
電子ジャー
ナルで論文
入手

15:00-16:00
はじめての
論文の探し
方

12/22
15:00-16:00
知ってお
きたい検
索のコツ

12/23 12/24

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー

●参加費：無料

●予約不要　各回先着 12 名。直接ご来場ください。

●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！
　オーダーメイドの講習会を、随時承っています。（無料）
　詳細は下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

● Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

22.10.31 俣野　哲朗 辞　職（国立感染症研究所エイズ研究センター長） 医科学研究所附属感染症国際研究センター教授
（昇　　任）

22.10.16 木宮　正史 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
22.11.1 橋場　弦 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科准教授

（配 置 換）
22.10.16 白山　晋 大学院工学系研究科准教授 人工物工学研究センター准教授
※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。



藤本強名誉教授

　藤本強先生は、2010 年 9
月 10 日（金）に旅先のド
イツにて突然倒れ、そのま
ま御逝去されました。享年
74 歳。先生は、昭和 40 年
に文学部考古学研究室助手
となり、北海道北見市に設
けられた文学部附属北海文
化研究常呂実習施設に、昭
和 45 年初代の助教授として赴任されました。その後、
昭和 60 年に文学部考古学研究室に戻ると共に教授に
昇進し、平成 12 年に定年退官されました。この間の
平成 9 年から 11 年には、文学部長 / 大学院人文社会
系研究科長を務められました。その後新潟大学教授、
國學院大學教授、早稲田大学客員教授などを務められ、
平成 13 年からは（財）福島県文化振興事業団副理事
長兼福島県文化財センター白河館長として活躍されて
おられました。先生の元々のご専門は西アジア考古学
でしたが、考古学研究室が実施していた北海道での遺
跡調査に学生時代から参加し、後に現地の専任教員と
して東京大学の北方考古学研究を牽引してその礎を築
くと共に、この分野でも大きな業績を残されています。

その北方研究の延長上に、沖縄のような南の文化を加
えた「もう二つの日本文化」という、日本列島の歴史
を多角的に見る先生独自の歴史観が誕生しました。昭
和 60 年に文学部に戻られてからは、その頃から開始
された学内の埋蔵文化財調査の指揮を執り、初代の埋
蔵文化財調査室長となり、現在の学内埋蔵文化財調査
体制を確立する仕事をされました。大学以外では文化
庁の文化財保護行政の方面での仕事にも携わり、特別
史跡キトラ古墳調査研究委員会座長、古墳壁画保存活
用検討委員会座長、文化庁文化審議会文化財分科会世
界遺産特別委員会委員長などを務められました。
　先生は、元々の研究のフィールドであった西アジ
アと日本を含めた東アジア地域、つまりユーラシアの
西と東の比較考古学という壮大なテーマに取り組まれ
て、東大退官後も精力的に研究を続けてきました。と
くに、最近は白河館長として、これまで先生が研究さ
れてきた成果を一般の方向けに分かりやすく講演する
とともに、毎年のようにその内容を次々と本にまとめ
られました。
　このように先生は、学内の諸施設・機関をはじめ、
国の文化財行政の土台を作るという困難な仕事を次々
と成し遂げられてきました。現役世代の我々は、先生
の築かれた基盤を発展させながら、広い視野のもと、
新たなアジア考古学の発展に努めて参る所存です。

（大学院人文社会系研究科）
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窪徳忠名誉教授

　窪徳忠先生は、2010 年
10 月２日（土）に御逝去
されました。享年 97 歳。
先生は、昭和 23 年４月、
東洋文化研究所に研究員と
して就任され、昭和 24 年
には助教授、昭和 39 年に
東アジア哲学・宗教部門の
教授に昇任し、昭和 48 年
４月からは研究所長を務められました。また、学外に
おいても、日本学術会議会員として学術行政面で活躍
され、昭和 49 年に停年退官されました。その後、立
教大学教授、二松学舎大学教授、鶴見大学教授、日本
民族学会会長、東洋学会理事長、南島史学会会長など
を務められ、昭和 59 年には旭日中綬章を受章されま
した。
　窪先生は、中国固有の宗教である道教の研究に全力
を傾けられました。先生は、戦後の道教学興隆の草分
けとも言うべき存在で、学問の自由という気風を承け

て自由かつ客観的に道教を研究されました。中国の民
衆に深く浸透している道教を通して、一般の人々の信
仰や習俗、生活を考察するという問題意識は、昭和
23 年に出版された『道教と中国社会』に強く打ち出
されています。先生がとくに研究対象とされたのは道
教の中でも金代に誕生した全真教という宗派で、道教
史全般を考察した専著『道教史』（昭和 52 年）に先だっ
て、全真教関係の著書『中国の宗教改革』（昭和 42 年）
も出版されています。これらも先駆的な業績と言えま
す。
　日本民俗学では道教は日本に伝来していないという
のが定説でしたが、先生はそれに疑問を持ち、沖縄の
宗教や習俗について長年にわたって実地調査を行なわ
れました。その成果が『沖縄の習俗と信仰』（昭和46年）
などの一連の著述です。さらに庚申信仰についての調
査も先生の大きな実地研究でしたが、視野は日本に限
られず、先生の業績は、道教の本質と道教が東アジア
諸地域に伝播し変容した様相を解明したことに集約さ
れると言えます。
　先生の多大な業績を偲びつつ、慎んでご冥福をお祈
りいたします。

（東洋文化研究所）
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02 広報センターは今年15歳になりました
06 平成22年度第1回学生表彰「東京大学総長賞」授与式開

催

NEWS
08 日本翻訳文化賞受賞

一般ニュース
08 本部学生支援課

「東大野球場」の文化庁登録有形文化財（建造物）
への登録完了

09 本部奨学厚生課
学寮・国際学生宿舎で寮祭を実施

09 学生相談ネットワーク本部
「コミュニケーション・サポートルーム」開設

10 本部学生支援課
硬式野球部、神宮で勝利

10 本部研究推進課
平成 22 年度「東京大学稷門賞」授賞式が挙行され
る

11 地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）
気候変動適応に挑む、「第７回GEOSS アジア水循
環会議」　開催！

12 海洋アライアンス
小学校にて出前授業開催

13 本部入試課
「平成 22年度学務研修会実務勉強会」を開催

14 本部企画課
「明日の東京大学―危機に立つ財政」説明会、開催
される

14 本部キャリアサポート課
博士・ポスドク対象企業説明会開催

14 学生相談ネットワーク本部
「心をつなぐ工夫」（第４回、第５回）を開催

15 本部キャリアサポート課
知の創造的摩擦プロジェクト第 11回交流会開催

16 本部総務課
名誉教授懇談会の開催

16 総括プロジェクト機構
日本の航空 100 年「航空技術と航空安全」フォー
ラム、開催

部局ニュース
17 大学院理学系研究科・理学部

サマー・リサーチ・インターンシッププログラム
（UTRIP）を実施

17 生産技術研究所
平成 22年度自衛消防活動審査会「優良賞」を受賞

18 大学院工学系研究科・工学部
「安全実技体験研修」が行なわれる

19 医科学研究所
国際学生フォーラム 2010 に参加

19 大学院教育学研究科・教育学部
「ハラスメントを防ぐために」をテーマにＦＤ及び
ＳＤの会を開催

20 分子細胞生物学研究所
留学生サマースクールを開催

20 大学院工学系研究科・工学部
｢全学ゼミ｣・｢創造性工学プロジェクト｣ 発表説明
会開催

21 大学院薬学系研究科・薬学部
「Harald zur Hausen 教授講演会」の報告

22 生産技術研究所
「外国人研究者・留学生との懇談会」開催される！

22 大学院人文社会系研究科・文学部
第 14回東京大学文学部公開講座が開催される

23 大学院教育学研究科・教育学部
留学生修学旅行で三浦・小田原・箱根を堪能する

24 医科学研究所
「慰霊祭」行われる

25 東洋文化研究所
第 10 回東京大学東洋文化研究所公開講座が開催さ
れる

コラム
26 ～総長通信～President's Improvisation Vol.2
27 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第 2回
27 FOREST NOW
28 Policy + alt　vol.14
29 Crossroad　産学連携本部だより　vol.60
30 ケータイからみた東大 ～東大ナビ通信～ No.5
31 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 57回
32 PCリユースのわ　第 13回
32 インタープリターズバイブル　vol.40
33 読者投稿写真

INFORMATION
お知らせ

35 大学院総合文化研究科・教養学部
「教養学部報」第 533(11 月４日 ) 号の発行――教員
による、学生のための学内新聞――

35 情報基盤センター
「自宅から検索するには？」（20分）ほか“情報探
索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

事務連絡
36 人事異動（教員）

訃報
37 藤本　強　名誉教授
38 窪　徳忠　名誉教授

淡青評論
40 タフな東大教授を目指して

編 集後 記
10 月から学内広報を担当しています（ふ）です。どうぞよ
ろしくお願い致します。先月号は編集後記がなかったので、
初めての執筆で、ちょっと緊張！？しています。
私事ですが、10 月に本学にやってきました。家が近所なの
で徒歩通勤なのですが、毎朝銀杏を踏まないよう細心の注
意を払っているため、学内を歩くのに 20 分ほどかかります。
本誌が発行される頃は銀杏の香りともおさらばでしょうか。
部局名や独特の略称などが分からず、戸惑うこともあります
が、学内広報を通して、本学のことを少しずつ知りながら、
楽しく編集させていただいています。みなさまからの投稿を
どしどしお待ちしております！（ふ）

◆表紙写真◆
　広報センター外観（龍岡門横）
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七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。
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東京大学広報室
〒113-8654
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東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

タフな東大教授を目指して

ぐに定着した。そのうち他からのメンバーも増え、最後は柏の全部局から学生や教職員が参加するま
でになった。後から入ってきたメンバーは上手いので全体のレベルは上がり、昼サッカーはもっと面
白くなった。ただ、初心者に出来るのはガンガン行く事だけなので、未だに「この人、怖い」と言わ
れ続けているのは残念なことではある。ところが、この幸福な日々も長くは続かなかった。新しく建
物が建ちますからと空き地を追い出されてしまい、キャンパス内でサッカーが出来無くなってしまっ
たのである。これは困ったことで、サッカーに限らず気軽に運動の出来る場所が無いというのは精神
衛生上良くない。実際、以前の空き地ではソフトボールをする学生たちもいたので、彼らがいまどう
しているのか心配である。都心にある本郷や駒場でさえちゃんとしたグラウンドがあるのに郊外の柏
には空き地さえもないというのは皮肉な話である。むしろその逆で、都心にあるキャンパスであれば
町に出て気晴らしも簡単にできるが、周りに何にもない柏にはスポーツくらい自由にやれないと学生
も元気が出ないのではないだろうか。研究環境を整えて勉強をしていれば優秀な研究者が育つという
ものではないだろう。自分は日頃から学生にはスポーツを勧めている。特にサッカーを通じて、空気
を読む、相手の意図を察知する、得点の嗅覚を磨く、勝負感を養うなどを学べと説いているので、ぜ
ひ実践の場が欲しいところである。総長さん、タフな東大生を育てるためにも何とかしてください。

金道浩一（物性研究所）

　3年前、柏の葉公園で花見をし、腹ごなしに何人かでボールを蹴っ
ていたら、なぜか近所の小学生とのサッカー対決になった。相手は小
学生だが上手い子もいるので、つい真剣にやってしまった。最後は「こ
の人、怖い」と言われる始末だったが、この日をきっかけにサッカー
に目覚め、翌日からキャンパスの空き地で研究室のメンバーによる昼
サッカーをやり始めた。自分はもともとソフトボール好きだったのだ
が、周りにはサッカー派が多く潜伏していたようで、昼サッカーはす
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